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②確保方策の考え方（事業推進の考え方） 

平成 年度から平成 年度までの実績値の平均と，将来児童人口推計を勘案し
て算出しています。多様な理由での利用希望に応えられるよう，今後も引き続き実
施します。

 

③事業の量の見込み，提供体制の確保の内容及びその実施時期 

■量の見込み 

就学前児童 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度

３事業年間利用希望者数（人日）
 

■確保方策 

年間定員数 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度

一時預かり事業（人日）
子育て短期支援事業（人日）
（トワイライトステイ）

子育て援助活動支援事業（人日）
（ファミリー・サポート・センター）

３事業計

（９）幼稚園の預かり保育 

①事業概要 

幼稚園教育時間の終了後，引き続き保育を希望する保護者のニーズに応えるた
め，在園児を幼稚園において預かり，保育を実施します。
現在，市内には私立幼稚園が 園あります。平成 年４月から幼稚園預かり保

育を 園で実施しています。

②確保方策の考え方（事業推進の考え方） 

確保方策としては市内の各幼稚園と今後の預かり保育の実施について協議を進め
ます。
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②確保方策の考え方（事業推進の考え方） 

平成 年度から平成 年度までの実績値の平均と，将来児童人口推計を勘案し
て算出しています。多様な理由での利用希望に応えられるよう，今後も引き続き実
施します。

 

③事業の量の見込み，提供体制の確保の内容及びその実施時期 

■量の見込み 

就学前児童 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度

３事業年間利用希望者数（人日）
 

■確保方策 

年間定員数 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度

一時預かり事業（人日）
子育て短期支援事業（人日）
（トワイライトステイ）

子育て援助活動支援事業（人日）
（ファミリー・サポート・センター）

３事業計

（９）幼稚園の預かり保育 

①事業概要 

幼稚園教育時間の終了後，引き続き保育を希望する保護者のニーズに応えるた
め，在園児を幼稚園において預かり，保育を実施します。
現在，市内には私立幼稚園が 園あります。平成 年４月から幼稚園預かり保

育を 園で実施しています。

②確保方策の考え方（事業推進の考え方） 

確保方策としては市内の各幼稚園と今後の預かり保育の実施について協議を進め
ます。

 

③事業の量の見込み，提供体制の確保の内容及びその実施時期 

■量の見込み 

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度

幼稚園預かり保育利用者数（人日）
 

■確保方策 

確保方策としては市内の各幼稚園と今後の預かり保育の実施について現状の取組
を維持できるよう，協議を進めます。

（10）病児保育事業（病児・病後児保育） 

①事業概要 

病気の急性期または回復期にあって集団保育を受けることが困難な期間にあり，
児童が保護者の勤務都合や傷病等で育児が困難な場合に児童を一時的に病児・病後
児保育室で預かる事業です。保育園等に通園中の満１歳から小学校３年生までの児
童を市内２箇所で保育します。

②確保方策の考え方（事業推進の考え方） 

通年での実績では稼働率が低いものの，感染症等の流行する時期には稼働率が高
まり，現在の定員数を上回るニーズが生じているという課題があります。また，現
在の施設の数，場所では利用できないという実態について，育児と仕事の両立の支
援に寄与できるよう，施設整備や民間施設との連携等，総合的に対策を検討しま
す。

③事業の量の見込み，提供体制の確保の内容及びその実施時期 

■量の見込み 

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度

年間利用希望者数（人日）
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■確保方策 

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度

定員数（人／日）

年間開所日数（日）（２施設計）

年間定員計（人日）
 
 
 

（11）妊婦に対して健康診査を実施する事業（妊婦健康診査） 

①事業概要 

健康診査により，健康管理及び保健指導を行うことで妊産婦及び乳児の死亡率の
低下を図り母子の健康と健全な養育環境を確保します。

②確保方策の考え方（事業推進の考え方） 

すべての妊産婦に対して実施します。

③事業の量の見込み，提供体制の確保の内容及びその実施時期 

■量の見込み 

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度

受診件数（件）
※人口推計の０歳児人口を採用

 

■確保方策 

現在の実施体制で全妊産婦を対象と想定しているため，今後も継続して実施しま
す。
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■確保方策 

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度

定員数（人／日）

年間開所日数（日）（２施設計）

年間定員計（人日）
 
 
 

（11）妊婦に対して健康診査を実施する事業（妊婦健康診査） 

①事業概要 

健康診査により，健康管理及び保健指導を行うことで妊産婦及び乳児の死亡率の
低下を図り母子の健康と健全な養育環境を確保します。

②確保方策の考え方（事業推進の考え方） 

すべての妊産婦に対して実施します。

③事業の量の見込み，提供体制の確保の内容及びその実施時期 

■量の見込み 

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度

受診件数（件）
※人口推計の０歳児人口を採用

 

■確保方策 

現在の実施体制で全妊産婦を対象と想定しているため，今後も継続して実施しま
す。

 

（12）実費徴収に係る補足給付を行う事業 

①事業概要 

保護者の世帯所得等の状況その他の事情を勘案して，保育園等に保護者が支払う
べき日用品や文房具等の物品購入費や行事への参加等を助成する事業です。
保護者と同一の世帯に属するものに係る市民税所得割合算額が 円未満であ

る者と，小学３年生までの児童が同一世帯に３人以上いる場合の第３子以降を対象
に実施します。

②確保方策の考え方（事業推進の考え方） 

令和元年 月から開始した幼児教育・保育の無償化に伴い，世帯の所得状況そ
の他の事情を勘案して，特定子ども・子育て支援施設である幼稚園等に保護者が支
払うべき食事の提供（副食の提供に限る）にかかる実費徴収額に対して一部を補助
し，円滑な特定子ども・子育て支援等の利用を図ります。

③事業の量の見込み，提供体制の確保の内容及びその実施時期 

ニーズ調査に基づき，量を見込むものではありませんので，対象者を適切に把握
し，着実に事業を実施します。

（13）多様な事業者の参入促進・能力活用事業 

①事業概要 

教育・保育施設等への民間事業者の参入の促進に関する調査研究，その他多様な
事業者の技術・知識等を活用した教育・保育施設等の設置または運営を促進するた
めの事業です。

②確保方策の考え方（事業推進の考え方） 

本事業については，子ども・子育て支援事業計画を踏まえて，新規認可保育園の
運営主体として株式会社等の多様な主体の参入を推進しました。今後も引き続き認
可保育園の新設にあわせて，事業実施について検討します。

③事業の量の見込み，提供体制の確保の内容及びその実施時期 

ニーズ調査に基づき，量を見込むものではありませんので，国や都の動向や調布
市の実情を踏まえ検討します。
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５ 子ども・子育て支援給付に係る教育・保育の
一体的提供やその推進体制の確保

乳幼児期の質の高い学校教育・保育の一体的提供に向けては，幼稚園と保育園の
機能を併せ持つ認定こども園が重要な役割を持ちます。
調布市では増加する保育ニーズに対応するため，第７章の「３ 保育園等待機児

童対策」における確保方策の方針に基づき，認可保育園を中心とした整備を進めて
いきますが，既存の幼稚園や保育園から認定こども園への移行や新たな設置につい
ても，待機児童の状況や設置者の意向，施設・設備等の状況を踏まえて，普及・促
進の検討を行います。

認定こども園とは？

 

保育所及び幼稚園等における就学前児童に対する保育及び教育，保護者に対する子

育て支援の総合的な提供を行う施設です。「保護者が働いている・いないにかかわら

ずすべての子どもが利用できる」，「０～５歳の年齢の違う子ども同士がともに育つ」，

「子育て相談などの子育て支援を行い，地域の子育て家庭を支援する」等の機能を持

ちます。都知事が条例に基づき認定する施設です。 

 

○認定こども園の種類 

幼保連携型 

 

認可幼稚園と認可保育園とが連携して一体的な運営を行う

ことにより，認定こども園としての機能を果たすもの。 

幼稚園型 

 

認可幼稚園が，保育が必要な子どものための保育時間を確保

するなど，保育所的な機能を備えて認定こども園としての機

能を果たすもの。 

保育所型 

 

認可保育園が，保育が必要な子ども以外の子どもも受け入れ

るなど，幼稚園的な機能を備えることで，認定こども園とし

ての機能を果たすもの。 

地方裁量型 

 

幼稚園・保育所いずれの認可もない地域の教育・保育施設が，

認定こども園としての機能を果たすもの。 
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５ 子ども・子育て支援給付に係る教育・保育の
一体的提供やその推進体制の確保

乳幼児期の質の高い学校教育・保育の一体的提供に向けては，幼稚園と保育園の
機能を併せ持つ認定こども園が重要な役割を持ちます。
調布市では増加する保育ニーズに対応するため，第７章の「３ 保育園等待機児

童対策」における確保方策の方針に基づき，認可保育園を中心とした整備を進めて
いきますが，既存の幼稚園や保育園から認定こども園への移行や新たな設置につい
ても，待機児童の状況や設置者の意向，施設・設備等の状況を踏まえて，普及・促
進の検討を行います。

認定こども園とは？

 

保育所及び幼稚園等における就学前児童に対する保育及び教育，保護者に対する子

育て支援の総合的な提供を行う施設です。「保護者が働いている・いないにかかわら

ずすべての子どもが利用できる」，「０～５歳の年齢の違う子ども同士がともに育つ」，

「子育て相談などの子育て支援を行い，地域の子育て家庭を支援する」等の機能を持

ちます。都知事が条例に基づき認定する施設です。 

 

○認定こども園の種類 

幼保連携型 

 

認可幼稚園と認可保育園とが連携して一体的な運営を行う

ことにより，認定こども園としての機能を果たすもの。 

幼稚園型 

 

認可幼稚園が，保育が必要な子どものための保育時間を確保

するなど，保育所的な機能を備えて認定こども園としての機

能を果たすもの。 

保育所型 

 

認可保育園が，保育が必要な子ども以外の子どもも受け入れ

るなど，幼稚園的な機能を備えることで，認定こども園とし

ての機能を果たすもの。 

地方裁量型 

 

幼稚園・保育所いずれの認可もない地域の教育・保育施設が，

認定こども園としての機能を果たすもの。 

 

６ 子育てのための施設等利用給付の
円滑な実施の確保

子育てのための施設等利用給付の給付申請については，保護者の利便性や過誤請
求・支払いの防止等を考慮し，各利用施設においてとりまとめを依頼するととも
に，保護者への支払いを着実に実施し，子育てのための施設等利用給付の円滑な実
施の確保に取り組みます。
また，特定子ども・子育て施設等の確認等については，都や施設所在区市町村と

の連携や情報共有を図り，適切に取り組みます。

■幼児教育・保育の無償化■

■ ①と②の施設は併用しても，無償化の対象は原則①のみです。
■ 国立大学付属幼稚園の無償化上限額（月額）は 円，特別支援学校幼稚部は

円です。
※ 就労等の理由により，保護者（父母ともに）が当該児童を保育することが困難であること。
※ 認定こども園のうち，教育時間（４時間程度）のみの利用者については，保育の必要性は不要です。
※ ②の施設，事業を複数併用して利用する場合は，合計金額が上限額（満３歳児～５歳児は 円，

市民税非課税世帯の０～２歳児は 円）に達するまで無償化の対象です。
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第８章 子ども・若者計画
【背景】

近年，若年無業者やひきこもりなど若者の自立をめぐる問題や，児童虐待，いじ
め，不登校など，子どもや若者をめぐる状況が厳しさを増しています。その中で，
子ども・若者を健やかに育成し，社会生活を円滑に営むことができるようにするた
め，平成 年７月，「子ども・若者育成支援推進法」が制定されました。また，平
成 年７月には，同法に基づく大綱（子ども・若者育成支援推進大綱）として
「子ども・若者ビジョン」が定められ，平成 年２月には新たな「子供・若者育
成支援推進大綱」が策定されました。
新大綱では，（１）全ての子供・若者の健やかな育成，（２）困難を有する子供・

若者やその家族の支援，（３）子供・若者の成長のための社会環境の整備，（４）子
供・若者の成長を支える担い手の養成，（５）創造的な未来を切り拓く子供・若者
の応援，という５つの課題について重点的に取り組むことを基本的な方針としてい
ます。
東京都においては平成 年に東京都子供・若者計画を策定し，子ども・若者支

援に向けた各種施策を推進しており，市においても，これまで各種の「子ども・若
者支援」の取組を実施してきましたが，今般の国や都の状況に鑑み，一層の充実を
図るため新たな「調布市子ども・若者計画」を策定し，子どもたちが健やかに成長
していけるよう，子どもや若者，子育て家庭を社会全体で見守り，支援するなど，
より市民のニーズに即した子ども・若者支援施策を総合的・計画的に推進します。

【現状と課題】
平成 年度に内閣府が実施した調査結果によると，全国の満 歳から 歳ま

での 万人がひきこもり状態にあると推計されました。また，平成 年度に内
閣府が実施した全国の満 歳から 歳までの者を対象とした調査でも， 万人
がひきこもり状態にあると推計されており，「ひきこもり」はどの年齢層からで
も，実に多様なきっかけでなりうるものであることが指摘されています。ひきこも
り対策をはじめとした子ども・若者施策を推進するにあたっては，庁内横断的な取
組とともに，地域や民間団体等とも連携しながらより一層充実させることが必要で
す。
市においては，平成 年度に 歳から 歳までを対象とした「子ども・若者

意識調査」を実施し，その調査結果によると，「ほっとできる場所がない」，「気軽
に相談できる人が誰もいない」という方や，ふだんの外出状況について，「不登
校」，「受験に失敗」，「就職活動がうまくいかなかった」などの理由により，ほとん
ど家にいる状態の方が少なからず存在しています。また，平成 年度にとりまと
めた「調布市子どもの生活実態に関する分析報告書」では，孤独を感じている子ど
もの割合が，３割程度にのぼっているほか，なんでも相談できる場所の利用意向に
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ついて，学校生活で困難を抱えている子どもたち，特に中学生でニーズが大きく，
現在ある相談窓口を子どもたちにとって利用しやすいものにしていくことや地域の
居場所事業の中で相談できる環境をつくっていくことなどが課題として挙げられて
います。
市では，概ね 歳以上の不登校，ひきこもり，無業等の子ども・若者を支援す

るため，「調布市子ども・若者総合支援事業（通称：ここあ）」を平成 年度から
実施しています。また，平成 年 月に，子ども・若者育成支援推進法に基づく
協議会として「調布市子ども・若者支援地域ネットワーク」を設置し，「ここあ」
を総合相談センターとしながら，子ども・若者支援に関する様々な専門性を持った
機関・団体等が連携し，様々な不安や悩みを抱えている子ども・若者とその家族を
支援しています。
また，小・中学校における教育については「調布市教育プラン」の施策として取

り組んでいきます。
上記の現状を踏まえ，社会生活を営む上で，困難を抱える子ども・若者が，困難

や悩みを一人で抱え込むことがないよう，気軽に相談できる窓口の充実や個人の状
況にあわせ，その個人が目指す自立に向けた支援を行うなど，子ども・若者が夢や
希望を持って暮らせる環境づくりを目指します。
 

調布市子ども・若者支援地域ネットワークとは？

 
社会生活を円滑に営む上で困難を抱える子ども・若者を支援する機関，団体等が連携して，

自立に向けて支援することを目的とした子ども・若者育成支援推進法に基づく協議会です。 
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１ 施策の方向

（１）すべての子ども・若者の健やかな育成 

すべての子ども・若者が，社会的に自立し，いきいきと活躍していくためには，
安心・安全に暮らすことができる環境の中で，心と身体の健康を育み，一人ひとり
の子ども・若者が，様々な体験や学習等を通して，豊かな人間性を身につけていく
ことが必要です。
また，子ども・若者が生きづらさを一人で抱え込むことのないよう，相談先の充

実や周知を図るとともに，就労支援の充実等，生きる力を身につけ，社会的に自立
するための力が育まれる環境づくりを進めます。

自己形成のための支援，社会形成への参画支援
基本的な生活習慣の形成や規範意識等の育成を図るため，体験活動や読書活動等

を推進します。
また，社会の一員としての自覚を持ち，社会に積極的に関わるといった社会形成

に参画する態度を育むため，ボランティア活動など社会参加活動を推進します。

子ども・若者の健康と安心安全の確保
思春期特有の課題への対応のほか，妊娠や出産，育児に関する正しい理解を促す

ため，相談・情報提供を充実するとともに，子ども・若者が困難を抱えた場合に相
談を行うことができるよう，各種相談窓口について，広報啓発を行います。
また，子ども・若者総合相談センターや学校等における相談体制の充実を図り，

地域や関係機関との連携等を通じていじめの未然防止，早期発見・早期対応につな
がる効果的な取組に努めます。
さらに，犯罪被害や自然災害等の様々な危険から身を守る能力を養うため，安全

教育を推進します。

若者の職業的自立，就労等支援
職業的自立の基盤を築くためのキャリア教育を推進し，職業能力・意欲の習得を

支援するほか，仕事に対する不安や悩みを抱えている若者がいきいきと働けるよ
う，ちょうふ若者サポートステーション等とともに，若者の職業的自立・就労支援
に取り組みます。また，関係機関と連携し，若者向けの就労支援セミナーや就職面
接会を実施し，就労支援とともに市内事業所の人材確保を支援します。
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（２）困難を抱える子ども・若者やその家族への支援 

ひきこもりや不登校，若年無業者をはじめ，様々な困難を抱える子ども・若者の
支援に関する課題について，子ども・若者支援に関する専門性を持った機関・団体
等で構成される調布市子ども・若者支援地域ネットワークで共有し，関係機関等が
連携しながら知恵を出し合うことで，様々な困難を抱える子ども・若者とその家族
を適切にサポートしていきます。

子ども・若者の抱える課題の複合性・複雑性を踏まえた重層的な支援の充実
調布市子ども・若者支援地域ネットワークにおいて，教育，福祉等の関係機関・

団体が，個々の子ども・若者に関する情報を共有し，有機的に連携することによ
り，それぞれの専門性や特長を生かした適切なサポートを行います。
また，困難を抱える子ども・若者に対しては，必要な相談，助言またはアウトリ

ーチ等の支援に携わる機関・団体等についての情報提供を積極的に行います。

困難な状況ごとの取組
（不登校，若年無業者，ひきこもりの子ども・若者への支援）

若者の職業的自立支援やひきこもりの支援を推進するほか，不登校の子ども・若
者の支援，高校中退者及び進路未決定卒業者の支援など，困難を抱えている状況に
応じきめ細かに対応します。

（障害等のある子ども・若者の支援）

障害や発達障害のある子ども・若者の自立や社会参加に向けた主体的な取組を支
援するという視点に立ち，次世代育成支援行動計画に位置づけた取組のほか，就労
支援や多様な活動の支援等を行います。

（非行・犯罪に陥った子ども・若者の支援）

非行防止と立ち直りのために，学校や警察等の地域の関係機関との連携を図りな
がら，非行・犯罪に陥った子ども・若者やその家族を支援するほか，少年非行等の
未然防止，早期発見・早期対応につながる取組を推進します。
薬物の乱用防止対策としては，各学校で実施するセーフティ教室等における薬物

乱用防止講習会や子ども・若者に対する薬物乱用防止に資する教育，広報啓発活動
を実施します。

（特に配慮が必要な子ども・若者の支援）

若者の死因のトップが自殺となっていることから，調布市自殺対策計画におい
て，子ども・若者への支援を重点施策の１つとして掲げ，自殺を防ぐ体制づくりを
図ります。また，外国人の子どもや帰国児童・生徒の教育を充実するほか，性同一
性障害者等に対する理解を促進するなど，特に配慮が必要とされる子ども・若者へ
の支援を行います。
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子ども・若者の被害防止・保護
児童虐待の発生予防及びリスクの早期発見，発生時の迅速・的確な対応に向け，

調布市要保護児童対策地域協議会との連携のもと，児童虐待防止のための体制整
備，機能強化を図ります。
また，社会的養護が必要な子ども・若者に対しては，施設退所後等の社会的孤立

を防ぎ，社会的自立を支援します。
さらに，子ども・若者の福祉が害されることのないよう，児童買春，児童ポルノ

に係る犯罪等の防止に向けた広報啓発等を行います。

（３）子ども・若者の成長のための社会環境の整備 

すべての児童・生徒が放課後等を安心して過ごせるよう，安全に配慮したまちづ
くりを推進するとともに，地域住民の参画による体験・交流活動拠点を充実しま
す。
また，子どもや若者が，地域における多様な対人関係の中で社会性や豊かな人間

性を育むことができる交流活動の機会を充実します。
さらに，急速に普及・浸透しているインターネット利用について，サービス提供

者をはじめ，利用に携わるすべての人，組織が協力・補完しながら，安全・安心な
環境の整備に取り組みます。

 
家庭，学校及び地域の相互の関係の再構築

小・中学校に設置を進めている地域学校協働本部において，様々な活動を通じて
地域と学校が連携・協働し，地域全体で子どもたちの成長を支える体制を推進しま
す。
また，学童クラブと放課後子供教室ユーフォーの連携や児童館の積極的な活用等

により，小学生から高校生までの居場所を確保するとともに，地域で展開される多
様な活動等を推進し，子ども・若者の社会性，豊かな人間性，たくましさ等を育て
る環境づくりを進めます。
子ども・若者が犯罪等の被害に遭いにくいまちづくりに向け，防犯等の視点か

ら，ハード・ソフト両面による整備を進め，安全・安心に暮らせる環境づくりを進
めます。

子ども・若者を取り巻く有害環境等への対応
青少年が 等の利用に起因する性被害等に巻き込まれないよう，フィルタリン

グの更なる利用促進やインターネットの適切な利用に関する啓発活動や教育を行い
ます。
また，青少年にとって有害な図書や 等の区分陳列の状況を調査するほか，

カラオケボックス，ゲームセンター，インターネットカフェ等に対し，青少年の深
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夜立入制限の措置を求めるなど，有害環境等から青少年を守る環境づくりを進めま
す。

（４）子ども・若者の成長を支える担い手の養成 

子ども・若者の健やかな成長を支えるため，地域における子育て経験者や様々な
知識・経験を有する高齢者など，多様な担い手を確保し，子ども・若者育成支援に
係る活動への参加を促進します。
また，子ども・若者の相談・支援を充実させるため，同世代または年齢が近く価

値観を共有しやすい学生等によるボランティアの活動を促進します。

（５）創造的な未来を切り拓く子ども・若者の応援 

グローバル化する社会の中で，言語や文化が異なる人々と主体的に協働していく
ことができるよう，我が国の伝統・文化に関する深い理解，異文化に対する理解等
を育みます。
さらに，オリンピック・パラリンピック教育を推進することにより，スポーツの

価値や効果の再認識を通じて自己や社会のあり方を向上させ，国際的な視野を持っ
て活躍できる人材を育成します。
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夜立入制限の措置を求めるなど，有害環境等から青少年を守る環境づくりを進めま
す。

（４）子ども・若者の成長を支える担い手の養成 

子ども・若者の健やかな成長を支えるため，地域における子育て経験者や様々な
知識・経験を有する高齢者など，多様な担い手を確保し，子ども・若者育成支援に
係る活動への参加を促進します。
また，子ども・若者の相談・支援を充実させるため，同世代または年齢が近く価

値観を共有しやすい学生等によるボランティアの活動を促進します。

（５）創造的な未来を切り拓く子ども・若者の応援 

グローバル化する社会の中で，言語や文化が異なる人々と主体的に協働していく
ことができるよう，我が国の伝統・文化に関する深い理解，異文化に対する理解等
を育みます。
さらに，オリンピック・パラリンピック教育を推進することにより，スポーツの

価値や効果の再認識を通じて自己や社会のあり方を向上させ，国際的な視野を持っ
て活躍できる人材を育成します。

 

２ 具体的取組

（１）すべての子ども・若者の健やかな育成 

①自己形成のための支援，社会形成への参画支援 

■具体的取組■
具体的取組 取組概要 所管部署

体験活動の充実

児童館や各地域のボランティア活動を通
じて，芸術表現活動，宿泊活動，自然体験活
動など，他者と関わり，協調・協働しながら
課題に取り組む中で，児童・生徒の思考力・
判断力・表現力の向上や，コミュニケーショ
ン能力，自己肯定感，社会性，責任感等の育
成を図ります。

児童青少年課

児童館（再掲）

遊び等を通じて児童の健康を増進し，情操
を豊かにするために様々な活動に取り組む
とともに，乳幼児から中・高校生世代までの
居場所づくりを支援します。

児童青少年課

青少年ステーション
の運営

（再掲）

中・高校生世代を対象に，健全な居場所を
提供し，専門知識を有するスタッフが様々な
分野（音楽，スポーツ，ダンス，クラフト，
パソコン等）の活動を支援します。また，多
感な年代の様々な悩み・相談に対応する相談
事業を行います。

児童青少年課

学童クラブ・ユーフォー

地域社会の中で，子どもたちが放課後等に
安全で健やかに過ごすことができる居場所
づくりを推進します。
ユーフォーを全小学校区で実施し，地域の

人々の参画を得て，勉強やスポーツ・文化活
動，地域住民との交流活動等を実施します。
「新・放課後子ども総合プラン」に基づき，

すべての児童・生徒が放課後等を安全・安心
に過ごし，多様な体験・活動を行うことがで
きるよう，学童クラブの施設整備を計画的に
進めるともに，学童クラブとユーフォーの両
事業の連携を推進します。

児童青少年課

幼・保・小及び小・中
連携

学校におけるスタートカリキュラムの取
組，幼・保・小及び小・中連携の推進を図り
ます。

保育課
指導室

命の教育（再掲）
自他の生命（いのち）を大切にすることや

他者との違いを理解し，互いに認め合うこと
ができる心豊かな教育活動を推進します。

指導室
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具体的取組 取組概要 所管部署

ボランティア活動の
充実

ボランティア活動を通して，社会の一員で
あることを実感して，規範意識や公共心を身
につけます。

指導室

青少年交流館の運営
（再掲）

青少年が相互に交流し，社会性や協調性を
育むことを目的とした青少年交流館を運営
します。

社会教育課

ジュニアリーダー
及びシニアリーダー
養成講習会の実施
（再掲）

青少年の健全育成を図るとともに，地域で
活躍できる人材の養成を図るため，中学生を
対象としたジュニアリーダー講習会，高校生
を対象としたシニアリーダー講習会を実施
します。

社会教育課

ジュニアサブリーダ
ー養成講習会の支援
（再掲）

青少年の健全育成を図るとともに，地域で
活躍できる人材の養成を図るため，小学生を
対象としたジュニアサブリーダー講習会の
支援を行います。

社会教育課

「調布っ子“夢”発表
会」の実施（再掲）

自由で夢のある意見発表の機会を提供す
るとともに，活動を通じて，まちづくりへの
参加意識を高めます。

社会教育課

八ケ岳少年自然の家
の運営（再掲）

青少年が自然に親しむ中で集団での宿泊
生活を通じて，情操や社会性を育むため，八
ケ岳少年自然の家を運営します。

社会教育課

読書習慣の形成支援
（再掲）

「第３次調布市子ども読書活動推進計画」
に基づき，子どもの発達段階に応じた読書環
境を整備し，読書を楽しむきっかけが得られ
るような事業を実施します。また，誰もが読
書や調査ができるよう，音訳，点訳，対面朗
読，宅配などを行います。

図書館

②子ども・若者の健康と安心安全の確保 

■具体的取組■
具体的取組 取組概要 所管部署

子ども・若者総合相談
センター

子ども・若者総合支援事業（ここあ）で行
っている相談事業を子ども・若者相談センタ
ーとして位置づけ，困難を抱える子ども・若
者，その家族からの様々な相談に応じ，関係
機関の紹介や必要な情報の提供，助言を行い
ます。

児童青少年課
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具体的取組 取組概要 所管部署

ボランティア活動の
充実

ボランティア活動を通して，社会の一員で
あることを実感して，規範意識や公共心を身
につけます。

指導室

青少年交流館の運営
（再掲）

青少年が相互に交流し，社会性や協調性を
育むことを目的とした青少年交流館を運営
します。

社会教育課

ジュニアリーダー
及びシニアリーダー
養成講習会の実施
（再掲）

青少年の健全育成を図るとともに，地域で
活躍できる人材の養成を図るため，中学生を
対象としたジュニアリーダー講習会，高校生
を対象としたシニアリーダー講習会を実施
します。

社会教育課

ジュニアサブリーダ
ー養成講習会の支援
（再掲）

青少年の健全育成を図るとともに，地域で
活躍できる人材の養成を図るため，小学生を
対象としたジュニアサブリーダー講習会の
支援を行います。

社会教育課

「調布っ子“夢”発表
会」の実施（再掲）

自由で夢のある意見発表の機会を提供す
るとともに，活動を通じて，まちづくりへの
参加意識を高めます。

社会教育課

八ケ岳少年自然の家
の運営（再掲）

青少年が自然に親しむ中で集団での宿泊
生活を通じて，情操や社会性を育むため，八
ケ岳少年自然の家を運営します。

社会教育課

読書習慣の形成支援
（再掲）

「第３次調布市子ども読書活動推進計画」
に基づき，子どもの発達段階に応じた読書環
境を整備し，読書を楽しむきっかけが得られ
るような事業を実施します。また，誰もが読
書や調査ができるよう，音訳，点訳，対面朗
読，宅配などを行います。

図書館

②子ども・若者の健康と安心安全の確保 

■具体的取組■
具体的取組 取組概要 所管部署

子ども・若者総合相談
センター

子ども・若者総合支援事業（ここあ）で行
っている相談事業を子ども・若者相談センタ
ーとして位置づけ，困難を抱える子ども・若
者，その家族からの様々な相談に応じ，関係
機関の紹介や必要な情報の提供，助言を行い
ます。

児童青少年課

 

具体的取組 取組概要 所管部署

子育て世代包括支援
センター（再掲）

保健センター（健康推進課）と子ども家庭
支援センターすこやかが連携しながら，妊娠
期から子育て期にわたる切れ目ない包括的
な相談支援等と地域ネットワークの強化を
図ります。連携強化のため月１回の会議も行
います。

健康推進課
子ども政策課

ゆりかご調布事業
（再掲）

妊娠届出をしたすべての妊婦に専門職に
よる面接相談を実施します。妊娠への思いや
体調を確認しながら飲酒・喫煙による母子へ
の影響についての話 サポート状況等につい
て相談支援を実施しながら，不安を軽減し母
子保健や子育て支援に関する情報提供を行
うことで安心して出産・育児を迎えられるよ
う支援します。

健康推進課

母親（両親）学級

子育ての仲間づくりの手助けや両親が協
力して出産，育児に取り組める動機づけをし
ます。妊娠中の栄養や口腔の健康についての
集団教育や，産後の赤ちゃんとの生活，沐浴
などの実技を行い不安の解消を図ります。

健康推進課

わくわく育児教室
（再掲）

乳幼児期の様々な成長過程の課題を理解
し，育て方の工夫や子育てに関する考え方，
知識を学ぶ機会を提供します。６～８か月を
対象にしたクラスでは，口腔の発達を視点と
した離乳食の与え方や生活リズムについて
集団教育を実施します。１歳～１歳２か月を
対象としたクラスでは，子どもの成長，発達
にあわせた食事や，虫歯予防の基礎知識を中
心に実技を交えて実施します。

健康推進課

地域健康相談・健康教
育（再掲）

児童館や学童クラブ，保育園，幼稚園など
に出向き，命の大切さや喫煙についての健康
教育をしながら，親子の健康相談の場を持
ち，地域の仲間づくりのきっかけの場を提供
します。

健康推進課

学校と医師会等との
連携（再掲）

教育・医療連携会議を実施し，学校で対応
に苦慮している事案等について相談し，助言
を求めます。

学務課

スクールカウンセラ
ーの活用

スクールカウンセラーによる小学５年及
び中学１年の全児童･生徒に対する面接実施
します。

指導室

スクールソーシャル
ワーカーの活用

スクールソーシャルワーカーによる支援
体制の充実を図ります。 指導室
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具体的取組 取組概要 所管部署

いじめ・虐待の防止
と対応（再掲）

スクールカウンセラーによる小学校５年
及び中学校１年の全児童・生徒に対する面接
等を実施し，子どもを守る地域ネットワーク
との連携等を通じ，未然防止，早期発見，早
期対応に努めます。

指導室

安全教育の推進
（再掲）

「調布市防災教育の日」や「セーフティ教
室」を実施し，避難訓練等を通じて安全教育・
指導を推進します。

教育総務課
指導室

女性のためのヘルス
ケア相談

思春期から更年期までの女性のからだや
性，こころの悩みなどの相談を医学的知識を
踏まえて助産師が行います。

男女共同参画
推進課

 

③若者の職業的自立，就労等支援 

■具体的取組■
具体的取組 取組概要 所管部署

調布市就職サポート
事業（再掲）

就労意欲が低く，就労が困難な生活保護受
給者及び生活困窮者に対する就労意欲喚起，
支援対象者の能力等にあわせた求人先の開
拓，求人情報の提供や面接支援，面接同行，
職場定着サポート等の就労支援を行います。

生活福祉課

中学校の職場体験・宿
泊体験（移動教室等）
（再掲）

集団行動や社会との接点となる体験を通
じて，規律性，社会性，協調性の育成，達成
感や成功体験の機会を充実します。

指導室

インターンシップ
学生に対し調布市役所での就業体験の機

会を与えることにより，学生の就業意識の向
上や市政に対する理解を深めます。

人事課

ちょうふ若者サポー
トステーション

高校中退者や大卒の進路未決定者，未就職
の方や仕事が長続きしない方等，働くことに
悩みを抱えている 歳から 歳までの若
者，その保護者からの相談に応じ，就労や自
立に向けた支援を行います。また，就労に向
けたセミナーなどを行います。

産業振興課
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具体的取組 取組概要 所管部署

いじめ・虐待の防止
と対応（再掲）

スクールカウンセラーによる小学校５年
及び中学校１年の全児童・生徒に対する面接
等を実施し，子どもを守る地域ネットワーク
との連携等を通じ，未然防止，早期発見，早
期対応に努めます。

指導室

安全教育の推進
（再掲）

「調布市防災教育の日」や「セーフティ教
室」を実施し，避難訓練等を通じて安全教育・
指導を推進します。

教育総務課
指導室

女性のためのヘルス
ケア相談

思春期から更年期までの女性のからだや
性，こころの悩みなどの相談を医学的知識を
踏まえて助産師が行います。

男女共同参画
推進課

 

③若者の職業的自立，就労等支援 

■具体的取組■
具体的取組 取組概要 所管部署

調布市就職サポート
事業（再掲）

就労意欲が低く，就労が困難な生活保護受
給者及び生活困窮者に対する就労意欲喚起，
支援対象者の能力等にあわせた求人先の開
拓，求人情報の提供や面接支援，面接同行，
職場定着サポート等の就労支援を行います。

生活福祉課

中学校の職場体験・宿
泊体験（移動教室等）
（再掲）

集団行動や社会との接点となる体験を通
じて，規律性，社会性，協調性の育成，達成
感や成功体験の機会を充実します。

指導室

インターンシップ
学生に対し調布市役所での就業体験の機

会を与えることにより，学生の就業意識の向
上や市政に対する理解を深めます。

人事課

ちょうふ若者サポー
トステーション

高校中退者や大卒の進路未決定者，未就職
の方や仕事が長続きしない方等，働くことに
悩みを抱えている 歳から 歳までの若
者，その保護者からの相談に応じ，就労や自
立に向けた支援を行います。また，就労に向
けたセミナーなどを行います。

産業振興課

 

（２）困難を抱える子ども・若者やその家族への支援 

①子ども・若者の抱える課題の複合性・複雑性を踏まえた重層的な支援の充実 
 

■具体的取組■
具体的取組 取組概要 所管部署

子ども・若者支援地域
ネットワーク

ひきこもりや不登校など，様々な不安や悩
みを抱えている子ども・若者とその家族から
の相談を受け付け，教育や福祉，保健，医療，
矯正，更生保護，雇用などの様々な分野の関
係機関等が有機的に連携し，それぞれの専門
性や特長を生かした適切なサポートを行い
ます。

児童青少年課

 

②困難な状況ごとの取組 

ア）不登校，若年無業者，ひきこもりの子ども・若者への支援

■具体的取組■
具体的取組 取組概要 所管部署

子ども・若者総合支援
事業（ここあ）

不登校や無業，ひきこもり等社会生活を営
む上で困難を抱える子ども・若者を対象に，
自立に向けた計画的な支援を行うとともに，
生活困窮世帯やひとり親家庭等の抱える固
有の事由により教育の機会に恵まれず，進学
や就職をあきらめてしまうことがないよう
学習支援等を行い，貧困の連鎖を断ち切るた
め，「相談」・「居場所」・「学習支援」の３つの
事業を実施します。

児童青少年課

子ども・若者支援地域
ネットワーク（再掲）

ひきこもりや不登校など，様々な不安や悩
みを抱えている子ども・若者とその家族から
の相談を受け付け，教育や福祉，保健，医療，
矯正，更生保護，雇用などの様々な分野の関
係機関等が有機的に連携し，それぞれの専門
性や特長を生かした適切なサポートを行い
ます。

児童青少年課

子ども・若者居場所
事業

市内において社会生活を円滑に営む上で
困難を抱える子ども・若者への居場所提供事
業に要する経費の一部を補助することによ
り，困難を抱える子ども・若者の自立した社
会生活を促進します。

児童青少年課
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具体的取組 取組概要 所管部署

自立相談支援事業
（再掲）

調布市社会福祉協議会に委託しているワ
ンストップ型相談窓口「調布ライフサポー
ト」において，様々な相談支援や関係機関と
の連絡調整等を行い，生活困窮者の自立を支
援します。

生活福祉課

スクールカウンセラ
ーの活用（再掲）

スクールカウンセラーによる小学５年及
び中学１年の全児童･生徒に対する面接実施
します。

指導室

スクールソーシャル
ワーカーの活用
（再掲）

スクールソーシャルワーカーによる支援
体制の充実を図ります。 指導室

不登校児童・生徒に対
する支援体制の整備

不登校児童・生徒に対して，適応指導教室
や分教室型の不登校特例校の体制整備を推
進します。

指導室

不登校児童・生徒に対
する取組

不登校児童・生徒に対して，不登校プロジ
ェクト ，メンタルフレンド，テラ
コヤスイッチ等の取組を進めます。

指導室

不登校児童・生徒の家
庭への支援

学校に行きづらい児童・生徒の保護者が孤
立することのないよう，各種相談や，学校に
行きづらい子どもの保護者の集いを実施し
ます。

指導室
（教育相談所）

ちょうふ若者サポー
トステーション
（再掲）

高校中退者や大卒の進路未決定者，未就職
の方や仕事が長続きしない方等，働くことに
悩みを抱えている 歳から 歳までの若
者，その保護者からの相談に応じ，就労や自
立に向けた支援を行います。また，就労に向
けたセミナーなどを行います。

産業振興課

 

 

イ）障害等のある子ども・若者の支援

■具体的取組■
具体的取組 取組概要 所管部署

障害者就労支援事業

障害者の一般就労の機会を広げるととも
に，障害者が安心して働き続けられるよう，
身近な地域において就労面と生活面の支援
を一体的に提供します。
○ 障害者地域生活・就労支援センターちょう

ふだぞう（主に知的障害者，身体障害者）
○ こころの健康支援センター就労支援室

ライズ（主に精神障害者，発達障害者）

障害福祉課
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具体的取組 取組概要 所管部署

自立相談支援事業
（再掲）

調布市社会福祉協議会に委託しているワ
ンストップ型相談窓口「調布ライフサポー
ト」において，様々な相談支援や関係機関と
の連絡調整等を行い，生活困窮者の自立を支
援します。

生活福祉課

スクールカウンセラ
ーの活用（再掲）

スクールカウンセラーによる小学５年及
び中学１年の全児童･生徒に対する面接実施
します。

指導室

スクールソーシャル
ワーカーの活用
（再掲）

スクールソーシャルワーカーによる支援
体制の充実を図ります。 指導室

不登校児童・生徒に対
する支援体制の整備

不登校児童・生徒に対して，適応指導教室
や分教室型の不登校特例校の体制整備を推
進します。

指導室

不登校児童・生徒に対
する取組

不登校児童・生徒に対して，不登校プロジ
ェクト ，メンタルフレンド，テラ
コヤスイッチ等の取組を進めます。

指導室

不登校児童・生徒の家
庭への支援

学校に行きづらい児童・生徒の保護者が孤
立することのないよう，各種相談や，学校に
行きづらい子どもの保護者の集いを実施し
ます。

指導室
（教育相談所）

ちょうふ若者サポー
トステーション
（再掲）

高校中退者や大卒の進路未決定者，未就職
の方や仕事が長続きしない方等，働くことに
悩みを抱えている 歳から 歳までの若
者，その保護者からの相談に応じ，就労や自
立に向けた支援を行います。また，就労に向
けたセミナーなどを行います。

産業振興課

 

 

イ）障害等のある子ども・若者の支援

■具体的取組■
具体的取組 取組概要 所管部署

障害者就労支援事業

障害者の一般就労の機会を広げるととも
に，障害者が安心して働き続けられるよう，
身近な地域において就労面と生活面の支援
を一体的に提供します。
○ 障害者地域生活・就労支援センターちょう

ふだぞう（主に知的障害者，身体障害者）
○ こころの健康支援センター就労支援室

ライズ（主に精神障害者，発達障害者）

障害福祉課

 

具体的取組 取組概要 所管部署

作業所等経営ネット
ワーク支援事業

作業所等の利用者の工賃アップや就労意
欲の向上を図ることを目的として，市内の作
業所等が共同して受注先の開拓や共同受注，
共同商品開発，製品の販路拡大等の活動に取
り組むネットワーク構築やその活動に対す
る補助を行います。

障害福祉課

日中活動の場（通所施
設等）の整備・運営の
支援

特別支援学校の卒業生等の利用希望に応
え，多様な日中活動の場（通所施設等）を確
保するため，障害者総合支援法及び児童福祉
法に基づく通所施設等を開設・運営する事業
者を支援します。
○ 障害福祉サービス事業所開設費補助
○ 障害福祉サービス事業所運営費補助
○ 重度知的障害者通所施設への運営費補助

障害福祉課

余暇活動の支援

学校や就労，通所施設等の日中活動以外の
場所や時間における，レクリエーション，ス
ポーツなどの余暇活動を支援します。
○ 障害者地域活動支援センター事業
○ 障害者余暇活動支援事業「ほりでーぷらん」
○ 障害児（者）フットサル事業補助
○ 日中一時支援事業

障害福祉課

 

 

ウ）非行・犯罪に陥った子ども・若者の支援

■具体的取組■
具体的取組 取組概要 所管部署

調布市青少年補導連
絡会

保護司，民生児童委員，少年補導員，警察
関係者，生活指導主任，健全育成推進地区委
員等により構成される調布市青少年補導連
絡会において，青少年の非行防止を目的に，
青少年を取り巻く問題のある環境等につい
て，研究，連絡，協議を行います。

児童青少年課

青少年非行防止街頭
パトロール

調布市青少年補導連絡会の活動の一環と
して，青少年の非行防止を目的にパトロール
活動を実施し，主に，ゲームセンター，カラ
オケボックス，インターネットカフェ等を巡
回する中で，社会環境の浄化に向けた協力要
請を行います。

児童青少年課
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具体的取組 取組概要 所管部署

“社会を明るくする
運動”の推進

法務省東京保護観察所との連携により，犯
罪や非行を防止するとともに，罪を犯した人
たちの立ち直りを地域のチカラで支援し，犯
罪のない地域社会を築くことを目的とする
全国的な運動を推進します。

福祉総務課

薬物乱用防止の啓発

薬物乱用防止の普及啓発を兼ね，市内各中
学校を訪問し，東京都薬物乱用防止ポスター
募集への応募を呼びかけ，入賞作品の展示を
行います。
各学校で実施するセーフティ教室等にお

ける薬物乱用防止講習会等を実施します。

健康推進課
指導室

 

 

エ）特に配慮が必要な子ども・若者の支援

■具体的取組■
具体的取組 取組概要 所管部署

こころといのちのネ
ットワーク会議

自殺の背景には様々な問題が複雑に絡み
合っているため，自殺の危機的要因の解消や
複雑化の防止に向けて各関係機関の取組を
共有し，連携の仕方を検討する会議を開催し
ます。

健康推進課

自殺予防のための人
材育成（ゲートキーパ
ー養成）

自殺の危険性の高い人の早期発見と適切
な対応を図るため，職場や地域などで悩んで
いる人に気づき，声をかけ，話を聴いて，支
援につなげる役割を担い，自殺対策を支える
人材を養成します。

健康推進課

日本語指導教室
（再掲）

外国にルーツがある，または帰国子女等に
あたる児童・生徒に対し，日本語指導等を行
い，学校生活への早期適応を図ります。

指導室

性同一性障害者等に
対する理解促進

性同一性障害者や性的指向を理由として
困難な状況に置かれている者等，特に配慮が
必要な子ども・若者に対する偏見・差別をな
くし，理解を深めるため，子ども・若者に関
わる従事者等への情報提供を行います。

指導室
児童青少年課
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具体的取組 取組概要 所管部署

“社会を明るくする
運動”の推進

法務省東京保護観察所との連携により，犯
罪や非行を防止するとともに，罪を犯した人
たちの立ち直りを地域のチカラで支援し，犯
罪のない地域社会を築くことを目的とする
全国的な運動を推進します。

福祉総務課

薬物乱用防止の啓発

薬物乱用防止の普及啓発を兼ね，市内各中
学校を訪問し，東京都薬物乱用防止ポスター
募集への応募を呼びかけ，入賞作品の展示を
行います。
各学校で実施するセーフティ教室等にお

ける薬物乱用防止講習会等を実施します。

健康推進課
指導室

 

 

エ）特に配慮が必要な子ども・若者の支援

■具体的取組■
具体的取組 取組概要 所管部署

こころといのちのネ
ットワーク会議

自殺の背景には様々な問題が複雑に絡み
合っているため，自殺の危機的要因の解消や
複雑化の防止に向けて各関係機関の取組を
共有し，連携の仕方を検討する会議を開催し
ます。

健康推進課

自殺予防のための人
材育成（ゲートキーパ
ー養成）

自殺の危険性の高い人の早期発見と適切
な対応を図るため，職場や地域などで悩んで
いる人に気づき，声をかけ，話を聴いて，支
援につなげる役割を担い，自殺対策を支える
人材を養成します。

健康推進課

日本語指導教室
（再掲）

外国にルーツがある，または帰国子女等に
あたる児童・生徒に対し，日本語指導等を行
い，学校生活への早期適応を図ります。

指導室

性同一性障害者等に
対する理解促進

性同一性障害者や性的指向を理由として
困難な状況に置かれている者等，特に配慮が
必要な子ども・若者に対する偏見・差別をな
くし，理解を深めるため，子ども・若者に関
わる従事者等への情報提供を行います。

指導室
児童青少年課

 

 

 

③子ども・若者の被害防止・保護 

■具体的取組■
具体的取組 取組概要 所管部署

青少年の非行・被害防
止全国強調月間によ
る広報啓発

内閣府が定める「青少年の非行・被害防止
全国強調月間」にあわせ，青少年の規範意識
を高め，児童買春や児童ポルノといった青少
年の福祉を害する犯罪の被害を防止するた
め，啓発活動等を行っています。

児童青少年課

要保護児童対策地域
協議会（再掲）

要保護児童等への適切な支援を図るため，
情報の交換や支援に関する協議を行います。
構成機関代表者による会議，実務者による会
議のほか，個別ケースに対応するための関係
者会議を随時開催するほか，当該協議会の枠
組みを通じ，関係者間で積極的な情報共有を
行います。

子ども政策課

オレンジリボンキャ
ンペーン（再掲）

児童虐待防止のメッセージを込めたオレ
ンジリボンをシンボルマークに，児童虐待防
止に係る啓発活動を行うものです。児童虐待
防止推進月間である 月にその取組を強化
していますが，児童虐待防止に係る普及啓発
活動は通年で実施します。

子ども政策課

児童養護施設退所者等
支援事業（ステップア
ップホーム事業）
（再掲）

市内で児童養護施設が住居を借り上げ，養
護施設退所者等に一定期間提供するととも
に，就労，学業，日常生活等の支援及び相談
等の援助を行う事業に要する費用の一部を
市が助成します。

子ども政策課

調布市大学等在学者
に対する生活支援給
付金支給事業
（再掲）

経済的に支援を必要とする大学等在学者
に対して給付金を支給することで，当該大学
等在学者の生活の安定を図ります。

子ども政策課

子ども家庭支援
センターすこやか

子どもに関する相談や，親子の交流事業，
子育てに関する学習講座，各種一時預かり事
業のサービス提供や調整を実施します。ま
た，児童虐待防止センターを併設し，虐待の
未然防止や早期発見・対応に取り組みます。

子ども政策課

養育支援訪問事業
（再掲）

養育支援が特に必要な家庭を訪問して，児
童虐待の発生を予防するとともに，家庭にお
ける安定した児童の養育が可能となるよう
保護者の育児，家事等の養育能力を向上させ
るための支援（相談支援，育児・家事援助等）
を行います。

子ども政策課
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（３）子ども・若者の成長のための社会環境の整備 

①家庭，学校及び地域の相互の関係の再構築 

■具体的取組■
具体的取組 取組概要 所管部署

学童クラブ・ユーフォー
（再掲）

地域社会の中で，子どもたちが放課後等に
安全で健やかに過ごすことができる居場所
づくりを推進します。
ユーフォーを全小学校区で実施し，地域の

人々の参画を得て，勉強やスポーツ・文化活
動，地域住民との交流活動等を実施します。
「新・放課後子ども総合プラン」に基づき，

すべての児童・生徒が放課後等を安全・安心
に過ごし，多様な体験・活動を行うことがで
きるよう，学童クラブの施設整備を計画的に
進めるともに，学童クラブとユーフォーの両
事業の連携を推進します。

児童青少年課

中高生の放課後等の
活動支援

市内の全児童館において，「中高生タイム」
を設け，中・高校生世代専用の居場所を提供
します。
中・高校生世代を対象とした児童館として

「青少年ステーション 」を運営し，健
全な居場所を提供するとともに，専門知識を
有するスタッフが様々な分野（音楽，スポー
ツ，ダンス，クラフト，パソコン等）の活動
を支援します。また，多感な年代の様々な悩
み・相談に対応します。
つつじケ丘児童館ホールを活用した中・高

校生世代のフリースペース事業を実施し，東
部地域における中・高校生世代の放課後等の
健全な居場所づくりを図ります。また，利用
者のニーズを踏まえながら，東部地域の児童
館におけるフリースペース事業を展開しま
す。

児童青少年課

子ども家庭支援
センターすこやか
（再掲）

子どもに関する相談や，親子の交流事業，
子育てに関する学習講座，各種一時預かり事
業のサービス提供や調整を実施します。ま
た，児童虐待センターを併設し，虐待の未然
防止や早期発見・対応に取り組みます。

子ども政策課

「学校 番」

緊急かつ重大な事態の発生に備え，小・中
学校，児童館等に，各施設と警視庁をボタン
１つで結ぶ「学校 番」を設置し，非常通
報体制を整えます。

教育総務課
児童青少年課
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（３）子ども・若者の成長のための社会環境の整備 

①家庭，学校及び地域の相互の関係の再構築 

■具体的取組■
具体的取組 取組概要 所管部署

学童クラブ・ユーフォー
（再掲）

地域社会の中で，子どもたちが放課後等に
安全で健やかに過ごすことができる居場所
づくりを推進します。
ユーフォーを全小学校区で実施し，地域の

人々の参画を得て，勉強やスポーツ・文化活
動，地域住民との交流活動等を実施します。
「新・放課後子ども総合プラン」に基づき，

すべての児童・生徒が放課後等を安全・安心
に過ごし，多様な体験・活動を行うことがで
きるよう，学童クラブの施設整備を計画的に
進めるともに，学童クラブとユーフォーの両
事業の連携を推進します。

児童青少年課

中高生の放課後等の
活動支援

市内の全児童館において，「中高生タイム」
を設け，中・高校生世代専用の居場所を提供
します。
中・高校生世代を対象とした児童館として

「青少年ステーション 」を運営し，健
全な居場所を提供するとともに，専門知識を
有するスタッフが様々な分野（音楽，スポー
ツ，ダンス，クラフト，パソコン等）の活動
を支援します。また，多感な年代の様々な悩
み・相談に対応します。
つつじケ丘児童館ホールを活用した中・高

校生世代のフリースペース事業を実施し，東
部地域における中・高校生世代の放課後等の
健全な居場所づくりを図ります。また，利用
者のニーズを踏まえながら，東部地域の児童
館におけるフリースペース事業を展開しま
す。

児童青少年課

子ども家庭支援
センターすこやか
（再掲）

子どもに関する相談や，親子の交流事業，
子育てに関する学習講座，各種一時預かり事
業のサービス提供や調整を実施します。ま
た，児童虐待センターを併設し，虐待の未然
防止や早期発見・対応に取り組みます。

子ども政策課

「学校 番」

緊急かつ重大な事態の発生に備え，小・中
学校，児童館等に，各施設と警視庁をボタン
１つで結ぶ「学校 番」を設置し，非常通
報体制を整えます。

教育総務課
児童青少年課

 

具体的取組 取組概要 所管部署

通学路の安全・安心の
確保（再掲）

通学路を撮影する防犯カメラを設置する
とともに，学校・教育委員会・警察・道路管
理者等が市立小学校の通学路の安全点検を
実施し，可能な安全対策を行います。

学務課

地域学校協働本部
学習支援員や運動部活動における外部指

導員等，地域人材等の更なる活用を推進しま
す。

指導室

家庭教育への支援

家庭教育に関する知識や意識の向上を図
るため，市立小・中学校 が企画，実施す
る家庭教育セミナーに対して，助言や助成等
の支援を行います。

社会教育課

「こどもの家」の普及
啓発の推進（再掲）

子どもたちが不審者から声かけなどをさ
れた際の駆け込み場所としている「こどもの
家」の普及啓発を行います。

社会教育課

青少年交流館の運営
（再掲）

青少年が相互に交流し，社会性や協調性を
育むことを目的とした青少年交流館を運営
します。

社会教育課

児童の防犯意識に
関する啓発

学童クラブを中心に，児童が通学路を含む
近隣地域を実際に歩いて点検し，誰もが「入
りやすく」誰からも「見えにくい場所（犯罪
が起こりやすい場所）や，危険と思われる場
所を洗い出して地図上に表す安全・安心マッ
プ作成作業を通じて，児童への注意喚起を図
ります。
大判のイラストを用いて，児童が自ら犯罪

被害や事故を予測して，安全な行動，危険な
行動を学習できる安全行動イメージトレー
ニングを通じて，子ども自身の犯罪被害防止
能力の向上を図ります。

総合防災安全課
児童青少年課

調布子ども安全・
安心パトロール
（再掲）

下校時の児童・生徒の安全を守るため，調
布市内を４つのブロックに分け，学校周辺の
通学路を中心に，青色回転灯を装着した車両
により，下校が始まる時間帯からパトロール
を実施します。また長期休暇期間においては
日中の時間帯にパトロールを実施します。

総合防災安全課

地域福祉コーディネ
ーター（ ）

生活上の悩みや困りごとを抱える方など
に対し，様々な期間・団体と連携しながら，
課題の解決を図るとともに，居場所づくりな
どの住民主体の活動の推進や，地域でのネッ
トワーク構築に取り組みます。

調布市社会福祉
協議会
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②子ども・若者を取り巻く有害環境等への対応 

■具体的取組■
具体的取組 取組概要 所管部署

調布市青少年補導連
絡会（再掲）

保護司，民生児童委員，少年補導員，警察
関係者，生活指導主任，健全育成推進地区委
員等により構成される調布市青少年補導連
絡会において，青少年の非行防止を目的に，
青少年を取り巻く問題のある環境等につい
て，研究，連絡，協議を行います。

児童青少年課

青少年非行防止街頭
パトロール（再掲）

調布市青少年補導連絡会の活動の一環と
して，青少年の非行防止を目的にパトロール
活動を実施し，主に，ゲームセンター，カラ
オケボックス，インターネットカフェ等を巡
回する中で，社会環境の浄化に向けた協力要
請を行います。

児童青少年課

有害環境調査

健全育成推進地区委員会の活動の一環と
して，青少年を取り巻く有害環境の浄化を目
的に，主に，ゲームセンター，カラオケボッ
クス，インターネットカフェ，書店等を巡回
し，青少年にとっての有害環境の有無につい
て実態調査を行います。

児童青少年課

青少年のインターネッ
ト利用に関する啓発

青少年が適切にインターネットの利用が
できるよう，補導連絡員に対する研修や市公
式ホームページ等で啓発を行います。
児童・生徒へ都から配付されている冊子や

セキュリティ教室等で，携帯電話，スマート
フォンやインターネットなどによる，いじめ
や人権問題に対する意識の啓発を図ること
で，情報社会における正しい判断や望ましい
態度を育成します。

児童青少年課
指導室
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②子ども・若者を取り巻く有害環境等への対応 

■具体的取組■
具体的取組 取組概要 所管部署

調布市青少年補導連
絡会（再掲）

保護司，民生児童委員，少年補導員，警察
関係者，生活指導主任，健全育成推進地区委
員等により構成される調布市青少年補導連
絡会において，青少年の非行防止を目的に，
青少年を取り巻く問題のある環境等につい
て，研究，連絡，協議を行います。

児童青少年課

青少年非行防止街頭
パトロール（再掲）

調布市青少年補導連絡会の活動の一環と
して，青少年の非行防止を目的にパトロール
活動を実施し，主に，ゲームセンター，カラ
オケボックス，インターネットカフェ等を巡
回する中で，社会環境の浄化に向けた協力要
請を行います。

児童青少年課

有害環境調査

健全育成推進地区委員会の活動の一環と
して，青少年を取り巻く有害環境の浄化を目
的に，主に，ゲームセンター，カラオケボッ
クス，インターネットカフェ，書店等を巡回
し，青少年にとっての有害環境の有無につい
て実態調査を行います。

児童青少年課

青少年のインターネッ
ト利用に関する啓発

青少年が適切にインターネットの利用が
できるよう，補導連絡員に対する研修や市公
式ホームページ等で啓発を行います。
児童・生徒へ都から配付されている冊子や

セキュリティ教室等で，携帯電話，スマート
フォンやインターネットなどによる，いじめ
や人権問題に対する意識の啓発を図ること
で，情報社会における正しい判断や望ましい
態度を育成します。

児童青少年課
指導室

 

 

 

（４）子ども・若者の成長を支える担い手の養成 

■具体的取組■ 

具体的取組 取組概要 所管部署

児童館支援スタッフ・
ユーフォーボランテ
ィアスタッフ

児童館やユーフォーにおいて，地域の人材
をボランティアとして活用し，子どもたちに
様々な体験・活動等を提供します。

児童青少年課

学習支援・居場所
ボランティア

子ども・若者総合支援事業（ここあ）にお
ける学習支援事業において，学生のボランテ
ィアを活用し，子ども一人ひとりと向き合え
るよう，基本的にマンツーマンによる学習支
援を行います。また，居場所事業のボランテ
ィアについても地域人材の活用を促進しま
す。

子ども家庭課
児童青少年課

民間協力者の確保

保護司や民生委員・児童委員等の担い手と
して，幅広い世代・分野からの人材の確保を
図ります。
都と連携し，地域型保育や，地域子ども・

子育て支援事業等の担い手を養成するため，
子育て支援員研修を行い，研修受講希望者の
見学実習先の調整を実施します。

福祉総務課
子ども政策課

ジュニアリーダー
及びシニアリーダー
養成講習会の実施
（再掲）

青少年の健全育成を図るとともに，地域で
活躍できる人材の養成を図るため，中学生を
対象としたジュニアリーダー講習会，高校生
を対象としたシニアリーダー講習会を実施
します。

社会教育課

ジュニアサブリーダ
ー養成講習会の支援
（再掲）

青少年の健全育成を図るとともに，地域で
活躍できる人材の養成を図るため，小学生を
対象としたジュニアサブリーダー講習会の
支援を行います。

社会教育課
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（５）創造的な未来を切り拓く子ども・若者の応援 

■具体的取組■
具体的取組 取組概要 所管部署

グローバルな人材の
育成

英語及び外国語活動の充実により，国際感
覚や豊かなコミュニケーション能力を育成
するとともに，国際社会で主体的に行動でき
るグローバルな人材を育成します。

指導室

オリンピック・パラリ
ンピック教育の推進

オリンピック・パラリンピックの歴史，理
念，参加国の文化等の学習を通じ，異文化や
障害者に対する理解を深めるとともに，自他
を認め，尊重し合う心を育成します。また，
調布市がオリンピック・パラリンピックの競
技会場であることを生かすとともに，オリン
ピアン・パラリンピアンとの交流を通して，
運動やスポーツへの関心を高め，夢に向かう
努力や困難を克服する意欲の向上，共生社会
の実現に向けた意識の醸成等を図ります。

指導室

自国の伝統・文化への
理解促進等

相互友好協力協定を締結している東京外
国語大学の留学生のインターンシップを児
童館で受け入れ，留学生との交流を通じて，
子どもたちの日本文化や異文化に対する理
解等を育みます。

文化生涯学習課
児童青少年課
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（５）創造的な未来を切り拓く子ども・若者の応援 

■具体的取組■
具体的取組 取組概要 所管部署

グローバルな人材の
育成

英語及び外国語活動の充実により，国際感
覚や豊かなコミュニケーション能力を育成
するとともに，国際社会で主体的に行動でき
るグローバルな人材を育成します。

指導室

オリンピック・パラリ
ンピック教育の推進

オリンピック・パラリンピックの歴史，理
念，参加国の文化等の学習を通じ，異文化や
障害者に対する理解を深めるとともに，自他
を認め，尊重し合う心を育成します。また，
調布市がオリンピック・パラリンピックの競
技会場であることを生かすとともに，オリン
ピアン・パラリンピアンとの交流を通して，
運動やスポーツへの関心を高め，夢に向かう
努力や困難を克服する意欲の向上，共生社会
の実現に向けた意識の醸成等を図ります。

指導室

自国の伝統・文化への
理解促進等

相互友好協力協定を締結している東京外
国語大学の留学生のインターンシップを児
童館で受け入れ，留学生との交流を通じて，
子どもたちの日本文化や異文化に対する理
解等を育みます。

文化生涯学習課
児童青少年課

 

第９章 計画の推進に向けて
１ 計画の推進体制

計画の推進にあたっては，子育て家庭，事業者等，子育て当事者の意見の反映を
はじめ，子ども・子育て支援施策を地域の子ども及び子育て家庭の実情を踏まえて
実施することを担保するとともに，計画を定期的に点検・評価し，必要に応じて改
善を促すため，調布市子ども・子育て会議を設置しています。
また，庁内関係各課や，その他の機関，国，都，近隣市と連携しながら，計画を

推進します。

２ 計画の達成状況の点検及び評価

（１）目標値と評価指標 

評価においては，個別事業の進捗状況（アウトプット）に加え，計画全体の成果
（アウトカム）についても点検・評価することが必要です。
計画の推進においては，利用者の視点に立った柔軟かつ総合的な取組が必要であ

り，このような取組を評価するため，調布市子ども・子育て会議において，進捗状
況を継続的に点検・評価し，施策の改善につなげていきます。

 

 

（２）進捗状況の管理（達成状況の点検・評価・計画の見直し） 

各年度において，計画に基づく施策の実施状況等について点検・評価し，この結
果を公表するとともに，これに基づいて対策を実施していきます。この一連の過程
を開かれたものとするため，調布市子ども・子育て会議を活用します。
計画期間中においても，教育・保育や地域子ども・子育て支援事業の利用希望者

数が，量の見込みと大きく乖離している場合には，適切な基盤整備を行うため，計
画の見直しが必要です。利用希望者数の状況を踏まえ，計画期間の中間年を目安と
して，必要な場合には，計画の見直しを行います。
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 附則 

第 章 資料編
（１）調布市子ども条例 

平成１７年３月２３日 

条例第２号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもは，個性が認められ，自分らしく生きる権利をはじめ，個人の尊厳を持った

かけがえのない存在である。 

子どもは，調布の「宝」，「未来への希望」であり，喜びや悲しみを共有する家族，

友人及び地域の深い愛情に包まれて，社会の一員として大人と共に今を生き，次代を

担っている。 

私たちの願いは，子どもが，家庭や地域のぬくもりと恵まれた自然の中で，安全か

つ快適にのびのびと遊び，学び，夢と希望を持ちながらいきいきと育つことができる

まちをつくることである。 
そのために，私たちは，日本国憲法をはじめとして，世界人権宣言，児童の権利に

関する条約等が定める人が生まれながらにして持っている基本的人権の保障の精神

と理念を尊重する。そのうえで，未来の調布をつくり，平和への願いと国際社会の発

展の一翼を担う子どもの健やかな成長を図るため，家庭，学校等，地域，事業主及び

市は，協働して子どもへの支援に取り組んでいかなければならない。 

 私たちは，子どもが幸福に過ごすことで自立した大人に成長することができること

を自覚し，子どもの育ちや子育てを楽しむことができ，子どもが幸福に暮らすことが

できるまちづくりを進めることをここに決意する。 

緑と水に恵まれた自然や，家庭，学校等及び地域のつながりの中で，子どもが夢を

持って健やかに育ち，安心して子どもを産み，育てることができるまちを目指すこと

を宣言し，この条例を制定する。 
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第１章 総則 

 （目的） 

第１条 この条例は，子どもとその家庭への支援の基本理念並びに家庭，学校等，地域，

事業主及び市の役割を明らかにするとともに，施策の基本となる事項を定めること

により，子どもが夢を持ちながら，いきいきと育ち，自立することができるまちづ

くりを推進し，子どもが健やかに育つことを目的とする。 

 （子どもの定義） 

第２条 この条例において「子ども」とは，１８歳未満の市民をいう。 

 （基本理念） 

第３条 子どもが健やかに育ち，安心して子どもを産み，育てることができるまちの実現

に向け，家庭，学校等，地域，事業主及び市は，協働して取り組むものとする。 

 

第２章 人権の尊重 

（人権の尊重） 

第４条 大人及び子どもは，日本国憲法が保障する基本的人権を尊重し，命をいつくしむ

とともに，人を思いやる心を持つことに努めなければならない。 

 

第３章 子どもとその家庭への支援 

 （子どもの健康の保持増進） 

第５条 市は，子どもの心身の健康の保持増進を図るため，健康診断及び健康教育の充実

を図るものとする。 

２ 市は，母子保健に関する総合的な施策を推進するものとする。 

３ 市は，前２項に規定する施策の実施に当たっては，関係機関との連携を図り，協

力体制を構築するものとする。 

 （保護を要する子ども等への支援） 

第６条 市は，子どもに対する虐待の予防及び早期発見並びに虐待を受けている子どもの

援助その他の支援のための体制を整備するものとする。 

２ 市は，すべての人が，虐待を受けていると思われる子どもを発見したときに，通

告をしやすい環境を整備するものとする。 

３ 市は，ひとり親家庭等の支援について，総合的な施策を推進するものとする。 

４ 市は，障害児の支援について，総合的な施策を推進するものとする。 

５ 市は，前各項に規定する施策の実施に当たっては，関係機関との連携を図り，協

力体制を構築するものとする。 

 （子どもの生活の安全確保） 

第７条 市は，子どもが犯罪の被害に遭うことを防止するための対策を講ずるよう努める

ものとする。 

２ 市は，飲酒，喫煙，薬物乱用等の危険性を子どもに啓発し，その飲用又は使用を
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防止するための対策を講ずるよう努めるものとする。 

３ 市は，子どもの交通事故を防止するための対策を講ずるよう努めるものとする。 

４ 市は，子どもがいじめに遭うことを防止するとともに，いじめをしないことの教

育について，総合的な施策を推進するものとする。 

５ 市は，犯罪又は災害の被害に遭った子どもとその家庭の救済について，総合的な施

策を推進するものとする。 

６ 市は，子どもが犯罪の加害者になることを防止するとともに，加害者となってし

まった子どもとその家庭の支援について，総合的な施策を推進するものとする。 

７ 市は，前各項に規定する施策の実施に当たっては，関係機関との連携を図り，協

力体制を構築するものとする。 

 （子どもにやさしいまちづくりの推進） 

第８条 市は，子どもが緑あふれる恵まれた自然に囲まれ，安全に安心して過ごすことが

でき，子どもとその家庭が孤立することのない環境の整備に努め，ぬくもりのある

まちづくりを推進するものとする。 

２ 市は，子どもとその家庭の住環境の整備，子どもが安全に安心して通行すること

ができる道路の整備，施設のバリアフリー化等の子どもとその家庭にやさしいまち

づくりを推進するものとする。 

 （子育て家庭への支援） 

第９条 市は，保護者の多様な就労形態に対応するとともに，積極的な社会参加を支援す

るため，仕事と子育ての両立を図るための総合的な施策を推進するものとする。 

２ 市は，在宅で子育てをしている家庭に対する支援の充実を図るものとする。 

３ 市は，保育所，学童クラブ等の子どもの施設への入所等を待機する子どもが生ず

ることのないよう，積極的にその対策を講ずるものとする。 

４ 市は，保育の需要を的確に把握し，多様な保育サービスの提供を推進するものと

する。 

（子どもの相談体制の充実） 

第１０条 市は，子どもに関する相談を行う機関及び市民団体等と密接な連携を図り，子

どもの健やかな成長及び子育てに関する総合的な相談の体制を構築することによ

り，子どもとその家庭の救済及び回復並びに特別な教育的配慮を必要とする子ど

もの支援の充実を図るものとする。 

 （地域の資源の活用） 

第１１条 市及び大人は，地域が子どもの育ち及び人とのふれあいの場であり，人間関係

を豊かにする場であることに配慮し，子どもが安心して遊び，活動することがで

きる環境づくりに努めるものとする。 

２ 市は，地域の社会資源を十分かつ効果的に活用することができるよう整備する

ことにより，地域における子どもとその家庭への支援の充実を図るものとする。 

 （子どもの社会参加の促進） 

第１２条 市は，子どもが，社会の一員であることを自覚することができるよう社会参加

第
10
章

資
料
編

127



 

をする機会を拡充し，子どもの意見がまちづくりに反映されるよう努めるものと

する。 

２ 市及び大人は，個性を伸ばし，人間性を豊かにする文化的・社会的活動に対し，

積極的な支援を行うとともに，子どもがその活動に参加し，体験することができ

る場を確保するよう努めるものとする。 

 

第４章 協働の取組 

 （家庭の役割） 

第１３条 家庭は，子どもが育ち，人格を形成するうえで最も大きな役割を担っているこ

とを自覚し，子どもとのふれあいを大切にするよう努めなければならない。 

２ 家庭は，子どもが，基本的な生活習慣，社会の規範を守る意識及び善悪の判断

を身に付けることができるよう自らが範を示すとともに，豊かな人間性をはぐく

むことができるよう努めなければならない。 

 （学校等の役割） 

第１４条 学校等は，集団生活をとおして，社会性，基礎学力，考える力，創造力等を子

どもの心身の発達に応じて身に付けることができるようにするとともに，子ども

が自ら学び，遊び，夢を持って将来への可能性を開いていくために，家庭，地域

及び市と協働して教育を推進するものとする。 

２ 学校等は，積極的に教育活動等の内容を公表し，地域に開かれた体制及び子ど

もが相談しやすい環境を整えるとともに，人権教育及びいじめの防止に関する教

育を推進するものとする。 

３ 学校等は，子どもに対し，家庭を築くこと，子どもを育てること等に関する教

育，啓発，情報提供等の取組を推進するものとする。 

 （地域の役割） 

第１５条 大人は，子育てを地域全体で取り組まなければならない課題ととらえ，子ども

の支援に積極的にかかわり，地域の中で子どもが健やかに育つ環境づくりに努め

なければならない。 

２ 大人は，その言動が子どもに大きな影響を与えることを認識し，子どもから信

頼されるよう自らを省み，子どもの模範となるよう努めなければならない。 

３ 大人及び子どもは，体罰を加え，又は暴力を振るってはならない。 

４ 大人は，虐待を受けていると思われる子どもを発見したときは，児童虐待の防

止等に関する法律（平成１２年法律第８２号）の定めるところにより，速やかに

通告しなければならない。 

 （事業主の役割） 

第１６条 事業主は，子どもが健やかに育つ環境づくりにおいて大切な役割を担っている

ことを認識し，その雇用する労働者が子どもとのかかわりを深めることができる

よう配慮するとともに，学校等又は地域が行う職場体験活動その他の子どもの育

成に関する活動に協力するよう努めなければならない。 
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２ 子どもを雇用している事業主は，その健康の保持及び成長等に十分に配慮しな

ければならない。 

（市の役割） 

第１７条 市は，常に子どもの最善の利益に配慮し，一人一人の子どもの人権及び個性を

尊重するとともに，差別，暴力その他の人権侵害から守られるよう，子どもとそ

の家庭への支援に関する施策を推進するものとする。 

２ 市は，家庭，学校等，地域及び事業主における子どもとその家庭への支援につ

いて，相互の連携を図り，総合的な調整を行うことにより，協力体制を構築する

ものとする。 

３ 市は，前項の規定による調整に当たっては，必要に応じて国及び東京都に協力

を求めるものとする。 

 

第５章 計画の推進 

 （行動計画の策定等） 

第１８条 市は，子どもとその家庭への支援を推進するため，その施策に関する計画（以

下「行動計画」という。）を策定し，これを実施するものとする。 

２ 市は，行動計画の策定に当たっては，市民の意見を十分に反映するよう努める

とともに，その実施に当たっては，市民の理解及び協力を得られるよう努めるも

のとする。 

３ 市は，行動計画を効果的に推進するため，その評価を行い，必要に応じて改定

を行うものとする。 

 （ネットワークの構築） 

第１９条 市は，行動計画を総合的に推進するため，関係機関との連絡調整を図り，子ど

もとその家庭への支援のためのネットワークを構築するものとする。 

 

第６章 雑則 

 （広報） 

第２０条 市は，この条例の定める理念及び内容について，市民の理解を深めるよう，広

報活動により広く周知を図るものとする。 

 （意見の反映） 

第２１条 市は，子どもとその家庭への支援のあり方について広く意見を聴取し，市民の

意見を施策に反映するよう努めるものとする。 

 （委任） 

第２２条 この条例の施行について必要な事項は，別に定める。 

 

 

附 則 この条例は，平成１７年４月１日から施行する。 
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（２）第２期調布っ子すこやかプラン策定体制及びプロセス 

１ 平成 30年度及び令和元年度調布市子ども・子育て会議委員名簿 

 

委員 18人（うち公募による市民委員３人） 

 

（敬称略，順不同）  

会長 学識経験者（白百合女子大学 教授） 髙橋 貴志 

委員 調布市民生児童委員協議会 三浦 詩子 

委員 調布市保育園協会 渡邊 邦康（平成30年度） 

小林 弘一（令和元年度） 

委員 調布私立幼稚園協会 金子 剛 

委員 調布市私立幼稚園ＰＴＡ連合会 福井 利恵（平成30年度） 

井上 怜子（令和元年度） 

委員 NPO法人調布心身障害児・者親の会 箕輪 久子 

委員 調布市公立小学校長会 小嶺 大進（平成30年度） 

鳥居 圭（令和元年度） 

委員 調布市公立中学校長会 髙汐 康浩（平成30年度） 

佐藤 政彦（令和元年度） 

委員 調布市教育相談所 小山 暢子 

委員 調布市健全育成推進地区代表者連絡協議会 蓮沼 尚子（平成30年度） 

吉田 悟朗（令和元年度） 

委員 調布市公立学校ＰＴＡ連合会 遠田 恵理（平成30年度） 

早川 亜希（令和元年度） 

委員 調布市学童保育連絡協議会 平井 香織（平成30年度） 

舛田 真理（令和元年度） 

委員 東京都多摩児童相談所 久保田 哲康 

委員 調布市認証保育所事業者連絡会 千葉 直樹 

委員 民間学童クラブ施設長 荒木 祐人 

委員 公募市民 吉葉 すみれ 

委員 公募市民 新井 宗弘 

委員 公募市民 仲田 恵 
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２ 第２期調布っ子すこやかプランの策定プロセス 

 

会議開催回数   全１６回 

  平成３０年度   ８回 

  令和元年度    ８回 

 
平成３０年度 
開催（実施）日 開催（実施）事項 主な内容 

６月２６日 第１回子ども・子育て会議 
○調布っ子すこやかプラン（調布市子ども・

子育て支援事業計画）について 

７月２４日 第２回子ども・子育て会議 

○子ども・子育て支援ニーズ調査について 

○調布っ子すこやかプラン実績報告（平成

２９年度）について 

８月２８日 第３回子ども・子育て会議 

○子ども・子育て支援ニーズ調査について 

○調布っ子すこやかプラン実績報告（平成

２９年度）について 

９月２８日 第４回子ども・子育て会議 
○平成３１年度開園認可保育園について 

○子ども・子育て支援ニーズ調査について 

１０月３０日 第５回子ども・子育て会議 

○子ども・若者意識調査について 

○平成３０年度子ども・若者総合支援事業

「ここあ」の上半期実施状況について 

１２月１８日 第６回子ども・子育て会議 
○学校教育・保育施設の整備について 

○学童クラブの整備について 

○子ども・若者意識調査について 

平成３１年１月３１日 第７回子ども・子育て会議 
○学校教育・保育施設の整備について 

○学童クラブの整備について 

平成３１年３月２８日 第８回子ども・子育て会議 

○子ども・子育て支援に関するニーズ調査

結果報告書について 

○保育園・学童の申込状況について 第
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令和元年度 

※第７回及び第８回子ども・子育て会議については，新型コロナウイルス感染症の影響

により中止となりましたので，会議各委員に書面にて報告を行い，意見聴取を経て計画

を策定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催（実施）日 開催（実施）事項 主な内容 

５月２４日 第１回子ども・子育て会議 ○ニーズ調査結果報告書について 

７月２６日 第２回子ども・子育て会議 

○第２期調布っ子すこやかプラン（調布市

子ども・子育て支援事業計画）骨子案につ

いて 

９月２日 第３回子ども・子育て会議 

○第２期調布っ子すこやかプラン（調布市

子ども・子育て支援事業計画）骨子案につ

いて 

１０月２４日 第４回子ども・子育て会議 

○調布っ子すこやかプラン実績報告（平成

３０年度）について 

○第２期調布っ子すこやかプラン（原案）

について 

１１月２８日 第５回子ども・子育て会議 

○第２期調布っ子すこやかプラン（原案）

について 

○令和２年度開設予定の認可保育園につい

て 

１２月２６日 第６回子ども・子育て会議 

○調布っ子すこやかプラン実績報告（平成

３０年度）について 

○第２期調布っ子すこやかプラン（素案）

について 

令和２年２月２８日 

第７回子ども・子育て会議

（中止）※ 

○第２期調布っ子すこやかプラン（素案）

に係るパブリック・コメント手続き等につ

いて 

令和２年３月１９日 

第８回子ども・子育て会議

（中止）※ 

○第２期調布っ子すこやかプラン（案）に

について 
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（３）調布市児童虐待防止マニュアル（ダイジェスト版） 

１ 児童虐待とは
児童虐待は，家庭内におけるしつけとは明確に異なり，児童にとって有害な行為であれば

虐待といえます。子どもや保護者の身体的・精神的要因や，社会的・経済的要因が複雑に絡
み合って起こると考えられ，一部の特別な家庭だけのことではなく，どこの家庭にでも起こ
り得る問題です。虐待は，子どもの心身に深い影響を残し，その回復のために長期間の治療
やケアが必要となります。

２ 早期発見・通告の義務，通告者の保護
・学校，児童福祉施設等の団体や，医師，保健師，弁護士等，児童の福祉に関わりのある者は
児童虐待を発見しやすい立場にあることを自覚し，児童虐待の早期発見に努める義務があり
ます。

・虐待を受けたと思われる子供を発見した者は，速やかに通告する義務があります。
・通告を受けた児童相談所等では，通告の内容や誰が通告してきたかなどの情報を親に知らせ

たりすることはありません。

３ 通告（通報）先

 

・叩く殴る蹴るなどの暴力
・激しく揺さぶる
・熱湯をかける溺れさせる
・戸外に締め出す
・意図的に子どもを病気にさせる

など 

身体的虐待 

・性交性的行為
・子どもの性器を触る
・子どもに性器を触らせる
・性器や性交を見せる
・子どもをポルノの被写体にする

など 

性的虐待 

・重大な病気でも受診させない
・乳幼児を家に残したまま外出する
・子の意思に反して登校させない
・適切な衣食住の世話をしない
・同居人等による虐待を放置する

など

ネグレクト（養育放棄・怠慢） 

・無視拒否的な態度
・言葉による脅かし脅迫
・子の心を傷つけることを繰り返し言う
・きょうだいとの極端な差別的扱い
・子の面前での家族等への暴力や暴言

など 

心理的虐待 

虐待の分類 

●子ども家庭支援センターすこやか（休館日以外の 時）
相談専用 ０４２－４８１－７７３１
虐待ホットライン ０１２０－０８７－３５８

●多摩児童相談所（平日 時） ０４２－３７２－５６００
●全国共通ダイヤル（いつでも） １８９（いちはやく）

◆緊急時は警察へ！ １１０番 または ０４２－４８８－０１１０
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４ 虐待に気づくためのチェックリスト
児童虐待を防止するためには，地域や関係機関の気づきが不可欠です。以下に記載の項目

に該当する児童や家庭に気づいた場合は，すぐに通告をお願いします。

公共交通機関

□ 乗り物やプラットホーム等公共の場で，
保護者が子どもを叩く等の目撃情報があ
る

□ 低年齢の子どもが夜遅く子どもだけで電
車やバスに乗っている，構内にいる

商店街・自治会

□ 商店街などで，保護者が子どもを叩く，怒
鳴る等の目撃情報がある

□ 低年齢の子どもが夜遅く商店街を徘徊し
ている

□ 子どもが万引きをしている
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５ 通告先と通告後の流れ

調布警察署

調布市子ども家庭支援センター

すこやか

0120-087-358
042-481-7731

発 見

地域支援
要保護児童対策地域協議会

関係機関の連携による

通 告

連
携

一時保護

在宅
支援

家庭
復帰

施設入所など

調査・安全確認 （原則48時間以内）
子どもの安全を目視により確認

非該当

子ども家庭支援センター

子育て世代包括支援センター

教育委員会

民生・児童委員

児童福祉関係機関

医療機関

など

支援方針検討

すこやかが

つながらないとき

上記以外の９－１７時

東京都児童相談センター

03-5937-2330

多摩児童相談所

042-372-5600

１８９ （いちはやく）

全国児童所 相談共通ﾀﾞｲﾔﾙ

042-488-0110

※すこやかは，第3土曜日とその
翌日，年末年始は休館です

夜間，土日・祝日年末年始など

連携

情報
共有
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６ 調布市要保護児童対策地域協議会
児童福祉法第 条の２において，要保護児童や要支援児童，特定妊婦への適切な支援を

図るため，関係者間で必要な情報の交換や，支援に関する協議を行うものとして，要保護児
童対策地域協議会の設置が規定されています。

また，同第 条の３において，協議会は関
係機関等に対し，資料や情報の提供，必要な協
力等を求めることができるとされ，この協議会
の枠組みにより，積極的な情報共有が可能にな
っています。

調布市では，平成１９年２月に設置し，関係
機関の連携を強化に努めています。

７ 〔参考〕児童虐待防止に関わる法令
●虐待の早期発見の義務

児童虐待の防止等に関する法律 第５条
●通告の義務

児童福祉法 第 条
児童虐待の防止等に関する法律 第 条，第 条

●要保護児童対策地域協議会による情報共有
児童福祉法 第 条の ，第 条の

 

 

要保護児童対策や

連携協力推進等に

ついて協議

要保護児童対策

についての具体的

検討・調査等

個別ケースについて，当該ケースに関わる諸機

関の担当者による情報共有，援助方針の検討，

役割分担の確認等。必要に応じ随時開催。

調布市児童虐待防止マニュアル【ダイジェスト版】 《令和２年３月改訂》
編集・発行 調布市

◆調布市子ども家庭センターすこやか◆
〒 調布市国領町 ｺｺｽｸｴｱ 階
電話
：

◆調布市子ども政策課◆
〒 調布市小島町

電話
 

すこやか（調整機関） 

警視庁調布警察署 

東京都多摩府中保健所 

東京都多摩児童相談所 

東京都調布特別支援学校 

調布市医師会 

調布市歯科医師会 

東京慈恵会医科大学附属 
第三病院 

 

民生児童委員協議会 

調布狛江地区保護司会 

調布私立幼稚園協会 

調布市保育園協会 

調布市公立小学校長会 

社会福祉法人六踏園 

調布市公立中学校長会 

調布市教育部 

調布市福祉健康部 

調布市子ども生活部 
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（４）年齢別・子育て支援サービス一覧 
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（５）相談連絡先一覧 

■子育て相談■
機関名 電話 所在地 

調布市子ども家庭支援 

センターすこやか 

042-481-7733 

（代表） 

調布市国領町３－１－３８ 

ココスクエア２階 

 

042-481-773１ 

（相談専用） 

0120-087-358 

（虐待防止ホットライン） 

各民生児童委員 

（所管：福祉総務課） 

各地区の委員へ問い合わせ 

（所管：042-481-710１） 

調布市小島町２－３５－１  

調布市役所３階 

東京都多摩児童相談所 042-372-5600 多摩市諏訪２－６ 

東京都児童相談センター 
03-3366-4152 

（よいこに電話相談） 

新宿区北新宿４－６－１ 

（東京都子供家庭総合センター

内） 

東京都福祉保健局 
03-3568-3711 

（TOKYO子育て情報サービス） 

新宿区西新宿２－８－１ 

（少子社会対策部家庭支援課母

子保健係） 

子
育
て
ひ
ろ
ば 

オリンピア保育園 0120-820-323 調布市佐須町３－１－５ 

東京 YWCAまきば 

保育園 
042-483-5208 調布市国領町７－１１－１ 

つつじケ丘児童館 042-499-8951 
調布市西つつじヶ丘３－１９－

１ 

東部児童館 03-3307-6155 調布市若葉町１－２９－２１ 

国領児童館 042-485-8488 
調布市国領町３－８－１５ ４

号棟 

多摩川児童館 042-499-2055 調布市多摩川５－１－２ 

深大寺児童館 042-488-7266 調布市深大寺東町５－１４－１ 

富士見児童館 042-499-3537 調布市富士見町１－８－１ 

佐須児童館 042-481-7470 調布市佐須町４－４２－２ 

西部児童館 042-484-7111 調布市上石原３－２１－６ 

緑ケ丘児童館 03-3300-6331 調布市緑ケ丘２－２０－１６ 

調布ヶ丘児童館 042-499-8777 調布市調布ヶ丘２－３６－１ 

染地児童館 042-499-1682 調布市染地２－４１－１２ 
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（５）相談連絡先一覧 

■子育て相談■
機関名 電話 所在地 

調布市子ども家庭支援 

センターすこやか 

042-481-7733 

（代表） 

調布市国領町３－１－３８ 

ココスクエア２階 

 

042-481-773１ 

（相談専用） 

0120-087-358 

（虐待防止ホットライン） 

各民生児童委員 

（所管：福祉総務課） 

各地区の委員へ問い合わせ 

（所管：042-481-710１） 

調布市小島町２－３５－１  

調布市役所３階 

東京都多摩児童相談所 042-372-5600 多摩市諏訪２－６ 

東京都児童相談センター 
03-3366-4152 

（よいこに電話相談） 

新宿区北新宿４－６－１ 

（東京都子供家庭総合センター

内） 

東京都福祉保健局 
03-3568-3711 

（TOKYO子育て情報サービス） 

新宿区西新宿２－８－１ 

（少子社会対策部家庭支援課母

子保健係） 

子
育
て
ひ
ろ
ば 

オリンピア保育園 0120-820-323 調布市佐須町３－１－５ 

東京 YWCAまきば 

保育園 
042-483-5208 調布市国領町７－１１－１ 

つつじケ丘児童館 042-499-8951 
調布市西つつじヶ丘３－１９－

１ 

東部児童館 03-3307-6155 調布市若葉町１－２９－２１ 

国領児童館 042-485-8488 
調布市国領町３－８－１５ ４

号棟 

多摩川児童館 042-499-2055 調布市多摩川５－１－２ 

深大寺児童館 042-488-7266 調布市深大寺東町５－１４－１ 

富士見児童館 042-499-3537 調布市富士見町１－８－１ 

佐須児童館 042-481-7470 調布市佐須町４－４２－２ 

西部児童館 042-484-7111 調布市上石原３－２１－６ 

緑ケ丘児童館 03-3300-6331 調布市緑ケ丘２－２０－１６ 

調布ヶ丘児童館 042-499-8777 調布市調布ヶ丘２－３６－１ 

染地児童館 042-499-1682 調布市染地２－４１－１２ 

 

機関名 電話 所在地 

保
育
園 

宮の下保育園 042-486-5682 調布市上石原３－３４－１０ 

上石原保育園 042-484-0234 調布市上石原２－８－３ 

富士見保育園 042-481-7671 調布市富士見町２－３－２６ 

下布田保育園 042-481-7668 調布市布田２－２７－４ 

神代保育園 042-485-3103 
調布市西つつじヶ丘１－４０－

５ 

東部保育園 03-3307-2081 調布市若葉町１－２９－２１ 

金子保育園 042-483-4410 
調布市西つつじヶ丘４－１６－

７ 

第五保育園 042-484-2200 調布市国領町３－１２－１ 

 

■健康相談・発達相談■
機関名 電話 所在地 

調布市保健センター  
042-441-6081 

（健康推進課） 

調布市小島町２－３３－１ 

調布市文化会館たづくり西館 

４階 

東京都福祉保健局 

03-5285-8898 

（母と子の健康相談室 

（小児救急相談） 

新宿区西新宿２－８－１ 

（少子社会対策部家庭支援課 

母子保健係） 

東京都児童相談センター 
03-3366-4152 

（よいこに電話相談） 

新宿区北新宿４－６－１ 

（東京都子供家庭総合センター

内） 

東京都多摩児童相談所 042-372-5600 多摩市諏訪２－６ 

調布市子ども発達センター 

042-486-1190 

（代表） 
調布市西町２９０－４９ 

042-486-3200 

（相談専用） 

調布市子ども家庭支援セン

ターすこやか 

042-481-7733 

（代表） 調布市国領町３－１－３８ 

ココスクエア２階 042-481-773１ 

（相談専用） 
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■学校支援・教育相談■
機関名 電話 所在地 

指導室 
042-481-7718（7719） 

（教育支援コーディネーター） 

調布市小島町２－３６－１ 

教育会館５階 

教育相談所 042-481-7633 
調布市小島町２－３６－１ 

教育会館６階 

東京都教育相談センター 
0120-53-8288 

（いじめ相談ホットライン・相談）  

新宿区北新宿４－６－１ 

（東京都子供家庭総合センター内） 

 

■児童虐待・ に関する相談■
機関名 電話 所在地 

調布市子ども家庭支援 

センターすこやか 

0120-087-358 

（虐待防止ホットライン） 

調布市国領町３－１－３８ 

ココスクエア２階 

東京都多摩児童相談所 042-372-5600 多摩市諏訪２－６ 

東京都児童相談センター 
03-3366-4152 

（よいこに電話相談） 

新宿区北新宿４－６－１ 

（東京都子供家庭総合センター

内） 

男女共同参画推進センター 042-443-1213 
調布市国領町２－５－１５  

コクティー３階 
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■学校支援・教育相談■
機関名 電話 所在地 

指導室 
042-481-7718（7719） 

（教育支援コーディネーター） 

調布市小島町２－３６－１ 

教育会館５階 

教育相談所 042-481-7633 
調布市小島町２－３６－１ 

教育会館６階 

東京都教育相談センター 
0120-53-8288 

（いじめ相談ホットライン・相談）  

新宿区北新宿４－６－１ 

（東京都子供家庭総合センター内） 

 

■児童虐待・ に関する相談■
機関名 電話 所在地 

調布市子ども家庭支援 

センターすこやか 

0120-087-358 

（虐待防止ホットライン） 

調布市国領町３－１－３８ 

ココスクエア２階 

東京都多摩児童相談所 042-372-5600 多摩市諏訪２－６ 

東京都児童相談センター 
03-3366-4152 

（よいこに電話相談） 

新宿区北新宿４－６－１ 

（東京都子供家庭総合センター

内） 

男女共同参画推進センター 042-443-1213 
調布市国領町２－５－１５  

コクティー３階 
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